


尾道について二日目の朝。

「とりあえず、どうする？」

「とりあえず、あそこへ行こう。真山さん達と落ち合うのは夕方だし、もしかすると衣笠さんが戻ってきてるかも知れ

ないからね」

宿を出た二人は、商店街から住宅の点在する山の手へ向かう小道を進んでいた。

「『通いつめれば情も湧く』かな」

「何それ？」

「パパが言ってた。ママをそれで口説き落としたんだって。二人とも」

「もてるんだね、カナのパパは。同じ男としては羨ましいよ」

「ワタシだけじゃ不満なの？」

「とんでもない。充分過ぎてバチが当たっちゃう」

昨日の打ち合わせで、衣笠恵美子のかつての婚約者、乃木秀司の現在の所在について真山達が調べる事になっていた。

専門家である彼らが調べた方が早いであろうと真山達の申し出に同意した二人であったが、勿論、他人任せにしたまま

待つ気は無かった。

真山さんも言ってたじゃないか、『素人である君達の眼力に期待してる』って

僕達も、出来る事をやろうよ

昨夜のチョット恥ずかしいハプニングの後、布団を引くのを手伝いながら殉は加夏子に言っていた。

加夏子も同意し、明日はもう１度、あの旅館へ行こうかと布団の中で話ながら眠りに落ちたのだった。

「あの坂をまた登るのはシンドいなぁ」

「愚痴るな、青年。…でも、また具合が悪くなったら言ってね、私、自分で漕げるから」

「大丈夫。僕そんなに弱くないよ」

「ホント？」

「たぶん」

つづれ坂の１つ目に差し掛かった辺りで、殉が車椅子を止めた。

後ろを振り仰いだ加夏子の目に、険しい表情の殉の顔が飛び込んできた。

「どうしたの？」

「…聞こえる…怖い声が…喚いてる…」

曲がり角の雑木林の中から男達が現れた。

日焼けした、屈強な男が４人。

ゆっくりと二人の方へ歩いて来る。

「坊や達、ちょ〜と付き合ってくれんかなぁ」

背の低い男が、４人の中から一歩踏み出して言った。

「なんなんですか、私達、行く所があるんです。通してください」



「そりゃ出来ねぇ相談だ、悪いが一緒に来てもらうぜ。オイ！」

小男のひと声で、凄まじい図体をした男が前に歩み出てきた。

加夏子の車椅子を殉から奪おうとする。

「何するんですっ！」

殉が大男の手首を握った。



褐色の腕はびくともしなかった。

よく陽に焼けてはいたが、漁師だとしたらあまりにも不釣り合いな太さであり硬さだった。

目が見えていたら殉は更に驚いていたであろう。

膨れ上がった上半身に、異様な短足。

瘤のような両肩の間に申し訳程度に乗っている頭は、小さな穴のような目で彼を見下ろしていた。

まるで蟹だった。

蟹男は殉を振り解くでもなく、ゆっくりと車椅子を押すとリーダーらしき男の所までやってきた。

彼が車椅子を奪い、向きを変えた動作だけで殉は弾き飛ばされ尻餅をついていた。

「やめろっ！　カナぁ！」

「ジュン！」

加夏子は車椅子の把手を握る手を、腕を、身を捩ってメチャクチャにひっぱたいたが、蟹男は何の反応も見せない。蚊

に刺された程も応えていないようであった。

「人質はひとりでいい。お前らその坊やを適当にいたぶっとけ。なに、殺しぁしねぇよ。いくぞ、ヨシオ」

「ウン」

「待てぇ！　かなぁぁぁー！！」

声のする方へ、殉が必死に這いずってゆく。

その手が踏みつけられた。

絶叫が迸る。

「やめてっ！　やめてよっ！　ジュンに乱暴しないでっ！」

車椅子から半狂乱で転げ落ちそうになった加夏子を、ヨシオと呼ばれた蟹男が片手でひょいと担ぎ上げた。

ジタバタする姿を惚けた顔で眺めている。

「ん？　どうした」

「このコ、いやがってる…」

「あぁ？　んな事ぁどうでもいい、とっとと引き上げるぞ」

じれた様子で、リーダー格の男が言った。

「おんなのコいじめるの、よくないよ」

「てめぇ…俺に逆らおうってのか」

男のひと睨みで蟹男はシュンとなり、とぼとぼと雑木林の奥へ歩き出す。

その後を男が素早く追っていった。

「さぁて、久しぶりのおもちゃだ、タップリ遊ばせてもらうか」

残った男達の一人が、片手を抱えてうずくまる殉の襟を掴んで引きずり起こした。

もう一人の男は、ポケットに両手を突っ込んでニタニタと笑っている。



「このあいだのボクシングみたか？　ありゃなっちゃいねぇよな。パンチってーのはこう…」

ズボムッ

殉の口から反吐が吹き出した。

「…こう、腰がはいってなきゃあ駄目よ」

「俺にもやらせろ」

強く、軽く、また強く。

袋叩きが１０分程続いた。



男が手を放すと、ぼろ雑巾のように殉が崩れ落ちた。

「いい汗かいたぜ、これ位でいいだろ。いこうぜ」

男が未練がましく殉の腹に蹴りをいれた。横たわった殉は微かに呻き声を出し身を捩る。

「ほほっ、コイツまだ動けるぜぇ」

…が…な…ご…

がぇ…ぜ…

虫のように、男のズボンの端を掴んだ殉がにじり上がってくる。ノロノロと。ジリジリと。

立った。

「よっしゃ！　抑えとるけん、お前キメたれや」

「でもよぅ、これ以上やったらヤバいんじゃねえか」

もう一人の男が躊躇った。

「見てみぃ！　まだ元気じゃ、死にゃあしねぇべ。お前がやらないなら俺がやっちゃる！！」

躊躇っていた男が、仕方無く殉の肩を両手で掴んだ。

大袈裟なフォームで、もう一人がパンチを殉の顔面に向けて放った。

◇

殉の意識は殆ど残っていなかった。

全身が脈打っていた。もう立っているか這いつくばっているかも判らない。

轟音が世界を覆っている。

ちくしょう

チクショウ

こんな奴らに

かな

加夏子を想った瞬間、それが起こった。

真っ暗な映画館で突然、上映が始まった時のように。

目の眩む光と、映像。

見知らぬ男が拳をくり出してくる。

酷くゆっくり、と。



上体を傾けた。飛んできた手首を掴む。

拳は真っ直ぐに向かってきて、映像があらぬ方向を滅茶苦茶に映した。そして暗転。

…………

◇

「な！？」

男は驚愕した。

瀕死に見えた少年が寸前でパンチをかわし、勢い余った拳は思い切り後ろの男の顔面を打ち抜いてしまったのだ。吹っ

飛んだ男は泡を吹いて悶絶している。

それだけではなかった。

傷だらけの手が彼の手首を掴み、ヒョイと捻る。

冗談のように身体が前のめりになり、顔面から地面に叩きつけられたのだ。

殉は知りもしなかった。

それが、衣笠恵美子の実家の旅館前で真山がやってみせた合気道の技である事を。

ただ、無意識が身体を勝手に動かした事も。

「野郎ぉ〜」

膝をついた殉に向かい、顔を拭いながら男が立ち上がった。怒りで目が据わっている。

その時。

　　　　　オィ

振り向いた男の意識が消し飛んだ。

一瞬の間に二発の蹴りを受け吹き飛んだ男の顔は無惨にひしゃげ潰れていた。

「しっかりしろ、殉」

堀川烈が、そこに居た。


